



































Principle of Beauty）」（L i 266）を探ることである。受容性に積極的な価値を認める彼の意識は，つぎ
の書簡の記述に顕著にあらわれている。
Now it is more noble to sit like Jove that [sic] to fly like Mercury– let us not therefore go hurrying 
about and collecting honey-bee like, buzzing here and there impatiently from a knowledge of what 
is to be arrived at: but let us open our leaves like a flower and be passive and receptive–budding 
patiently under the eye of Apollo and taking hints from every noble insect that favors [sic] us with 
a visit － sap will be given us for Meat and dew for drink–I was led into these thoughts, my dear 
Reynolds, by the beauty of the morning operating on a sense of Idleness. . . .
（L i 232, emphasis added）
受容性を称揚する詩人にとって，飛びまわる蜜蜂のように忙しなく知識を追い求める態度は，けっし
て肯定的に捉えられるものではなかった。詩人のこうした意識は，対象の謎をすべて明らかにしよう
とはせず，「半分の知識（half knowledge）で満足する」（L i 194）ことに高い価値をみる，消極的受
容能力の考え方に直結するものである。
キーツの詩の多くは，「休息と耽溺，そして受容性（receptivity）」の描写にその特質があるといわ
















It was a jasmine bower, all bestrown
With golden moss. His every sense had grown
Ethereal for pleasure; ’bove his head
Flew a delight half-graspable; his tread
Was Hesperean; to his capable ears
Silence was music from the holy spheres;
A dewy luxury was in his eyes;
The little flowers felt his pleasant sighs
And stirr’d them faintly. Verdant cave and cell
He wander’d through, oft wondering at such swell
Of sudden exaltation. . . .























て　ただひたすらに／憂鬱な思いに浸っていた」（“[f]orgot all violence, and but commun’d / With 
melancholy thought” 2: 867-68）。彼の唇から漏れ出る溜息は，さながら弦の緩んだ竪琴から発せられ
る音のように，きわめて物憂いものであった。彼は，自身の夢のなかにばかりシンシアの美を求めて，
退行的な思索に耽っていた。物語の前半を占めているのは，彼のこうした内向的な思索の過程である。
四阿のなかで眠る主人公の休息は，たしかに甘美な「微睡の憩い」（“slumbrous rest” 1: 442）では
あった。しかし，彼にとっては，夢から覚めたあとに否応なく訪れる「日常の自我への回帰」（“[t]he 


















ものであり，また「女性たちの美」（“the charm of women” 169）を見事に集約したような存在でもあっ
た。こうして高らかに月の美を讃えたのち，エンディミオンは感慨にひたって次のようにいう。
O what a wild and harmonized tune
My spirit struck from all the beautiful!
On some bright essence could I lean, and lull
Myself to immortality: I prest
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は，けっしてハズリットの想像力論ばかりではないだろう。1817 年 1 月，友人の歴史画家 Benjamin 
Robert Haydon は，Annals of the Fine Arts にひとつのエッセイを寄稿した。ヘイドンは，評論家の
John Foster の書いた‘On Decision of Character’にいたく感銘を受けて，そのエッセイにみられる
記述をいくつも引用している。このフォスターの著作にかんしては，キーツが直に触れたか，あるい
は少なくともヘイドンを経由して知った可能性が高いことが指摘されている（Olney 6）。







Some men seem to have been taken along by a succession of events, and, as it were, handed 
forward in quiet passiveness from one to another, without any determined principle in their own 
characters, by which they could constrain those events to serve a design formed antecedently to 
them, or apparently in defiance of them. The events seized them as a neutral material, not they the 




















I have a triple soul! O fond pretence —
For both, for both my love is so immense,




















意識として抱えている「あらゆる苦悩の／巣窟」（“the proper home / Of every ill” 521-22）でもあった。
「静謐の洞窟」の描写には，撞着融合的な表現が多用されている。「幸福な暗闇よ！／暗黒の楽園
よ！」（“Happy gloom! / Dark paradise!” 537-38）という洞窟に対する呼びかけは，その最たるもので
ある。「楽園」が存在するならば，その対極の「反楽園」も存在する。望ましくない状況から目をそ
























































れる‘To Autumn’を書いた 1819 年 9 月の書簡にみられる次の記述も，彼の受容の美学の深化を示
すものとして位置づけられるだろう。「知性を強化する唯一の手段は，心を無にすることである。精
神をあらゆる思索の通り道とし，あるがままに受けいれるのだ」（L ii 213）。
本稿は 2014 年 12 月 6 日の早稲田大学英文学会・英語英文学会合同大会で発表した同題の内容を改
稿したものである。
108 キーツと受容の美学（岩本）
注	 キーツの詩の引用はすべて John Keats: Complete Poems, ed. Jack Stillinger （Cambridge, MA: Belknap of 
Harvard UP, 1982） に拠り，私訳を施した。また，書簡の引用はすべて The Letters of John Keats: 1814-1821, 
ed. Hyder Edward Rollins, 2 vols. （Cambridge: Cambridge UP, 1958） に拠り，L と略記したうえで括弧内に巻
数と頁数をともに記した。
　⑴ Critical Essays に所収の‘Essay on the Representation of Comedy’を参照。“passive capacity”にかんする
主な記述は 50 頁にみられる。
　⑵ キーツと親交のあったヘイドンも，いわゆる「受容能力」に近い表現を用いている。彼の死後に出版され
た Table-Talk のなかで，画家は，Dr Johnson による「天才（genius）」の定義を不十分なものとして批判した（2: 
261）。ヘイドン曰く，天才とは，事物の印象を敏感に「受容する能力（faculty to receive [the impression]）」
を備えた存在であり，この要素がジョンソン博士の定義には欠けていた。幼いころからスペンサーの The 
Faerie Queene に親しんでいた 17 世紀の詩人 Abraham Cowley を真に詩人たらしめたのも，彼の天分，す
なわち「詩文の旋律を自己の心のうちに響かせる受容能力（the capability to be affected by the harmony of 
verse）」の高さに負うところが大きい，とヘイドンは考えている。
　⑶ たとえば Samuel Taylor Coleridge は，丘の斜面に身を横たえた自己の状態をイオリアン・ハープになぞら
えて，「数多くのとりとめのない空想が去来しては／私の怠惰で受動的な脳裏をよぎる」（“many idle flitting 
phantasies, / Traverse my indolent and passive brain” ‘The Eolian Harp’ 40-41）と謳っている。彼にとって，「受
動的（passive）」であることは，けっして否定的に捉えられるものではなく，むしろ，「静寂について穏やか
に瞑想する」（“tranquil muse upon tranquillity” 38）意識，および内省的な深みをともなった想像力の活動を
促す態度として，積極的に捉えられていることに留意すべきである。
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